
水素エネルギーシステム Vo1.35，No.3 (2010) 資料

第 132固定例研究会資料 IV

i放射線プローブiζよるブンゼン反応溶液の絡成
l 計溺方法九 2

久保糞治3

J B:l依原子力研尭開発機織原子力水素勲利用高野寛センター

水素エネルギー協会第 132窓定例研究会

11語録WorJdHydrog朗 E楠 rgyC田和棚田，Es掴n，Maザ 2010で発事E
2本副障害Eはお事再建 (20皮副1)716) の耳脅威~受けたものである
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|背景 … . 
然化学水繁華起選法lRlプロセスプラントの安定的運転のために . 

|放射線ブロ引適用 | 
削玄溶液および九州l.lI湾m:買の緩成針演jへの | 

い

叢

須

な

賜

必

れ

が

が

難

ら

ブ

脱

線

湘

時

r

u

一
刈

酌

光

チ

撫

成

蛾

計

腕

明

射

グ

脳

同

組
制
連

成

湖

町

反

化

ン

材

の

ぺ

組

一

例

ふ

劃

リ

性

一

概

日

脚

色

鰍

駄

げ

融

汁

4

ン

多

黒

崎

嶋

容

伶

強

内

初
ょ方

・

・

・

・

n

b

 

M
勝

お

間

滞
対
切

迫

す
夜

明

-

在

転

一

溶

運

一

腕

叶

一

、U
宍

一

ン

・
一

ブ

ブンゼン反応湾液(二栂分離状態)

2種類または3種類の放射線プローブを利用

-ガンマ線A(比較的
強い)，
透過患が
バルク密度と栂弼

・ガンマ線 B(比較的
弱い}，
透過事で重い原
子を区別.

・中性子線，
熱中性子量が水紫
療子の量と相関

GammeトrayB
(low佃町gy拍 urce)

Gamma-ray A ' - N<lutron抽y
(hig!l e時 ryy拘 urce) (加tneu柱。除却UI四}

従来法:光学的方法 (X)、電気化学的方
法(X)、連続漉定法 (X)

|新蟻の組成計灘j方法が婆 (H1x溶液および8州糊のための)I 

組成計測システムの予想図

異る放射線プロープを用いた計測儲から

多成分溜漉の組成情報を期制できる可能性

~， 5 ~J; 5 ， ~ 

実験装罷WI溶液用
EP性子水分針を用いて滋用性を徐討 . 

-中性子線放射線プローブが， HI-12-H20溶液の組成計測に遜

用できる可能性を示した

・2種類のガンマ線放射線プローブ(比較的強いガンマ線と務

いガンマ線)がH2S04潜液(ヨウ棄が混入)の組成計測に適

用できる可能性を示した

-市販の中性子水分針 (NMA-2∞1， ・センサー部の産上に鉱蹟溶渡容器
神鏑 EN&M製;高速中性子線灘， を設鷺
但 lifomium，2.5 MeV) 

・線源とカウンターが一体化したセ
ンサ一部
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